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就職活動の状況に関するアンケート調査

24卒アンケート調査

株式会社ジェイックでは、就職支援サービスにご登録いただいている学生に対して、定期的に就職活動の状況や学生生活
に関するアンケートを実施しています。2023年10月3日～10月25日に、24卒の学生に対して「就職活動の状況に関するア
ンケート」を実施し、就職課・キャリアセンターやSNSの利用状況に関する調査を行いました。
今回は、その結果をお伝えいたします。

※就職活動に関するアンケート 回答数：148件 期間：2023年10月3日～2022年10月25日
※弊社就職支援サービスの登録者には、大学の就職課・キャリアセンター経由でご登録いただく方が多くいらっしゃいます。
※弊社就職支援サービスに24卒で登録している学生を対象としており、10月3日時点で退会している学生は対象に含まれていません。

就職活動の状況について質問したところ、6割以上の学生が就職活動を終了していました。また、継続している人の中でも
内定を取得したことがある人は15%、最終選考まで進んでいる人を合わせると、4分の1弱の人は、就職活動の最終フェーズ
まで進んだ経験があることがわかります。
一方で、「４. 選考には進んでいないが、会社説明会やインターンには参加した」「５. 就活イベントに参加した」「６. 会
社説明会、インターン、就活イベントいずれにも参加したことはない」といった、選考フェーズの経験がない人も約30%ほ
どおり、就職活動を継続している人の中でも、就職活動の進行度には差があることがわかります。

■就職活動を継続している人は、4割弱。1社以上の選考を受けている人が7割弱

■就職課・キャリアセンターの利用開始は、3年生1月～4年生6月が35％

「大学の就職課・キャリアセンターを初めて利用したのはいつですか？（来訪、Web、セミナー等問わず）」という質問を
したところ、「4年生、大学院2年生の4月-6月（18.8%）」「3年生、大学院1年生の1月-3月（16.5%）」の合計が約35%とな
り、年が明けてからキャリアセンターの利用を始める学生が多いことがわかります。一方で、15%の学生は「これまで利用
したことがない」と回答しており、一部の学生は一度も利用していないことがわかりました。なお利用頻度については、「
月2回～3回程度」という学生が約33%で最多となりました。

近年はインターンシップが活発になっているため、就職課・キャリアセンターの支援が始まる前に独自で就活を進める学生
が増えています。今後は、就職課・キャリアセンターにおけるインターンシップに対する取り組みがさらに拡充されると、
早い時期から動き始める利用者を増やすことができるかもしれません。



■最初に利用するサポートはコロナ後から「キャリアカウンセリング」に

「一番最初に利用したサポートは何ですか？」という質問をしたところ、40％の学生が「キャリアカウンセリング」と回答
しました。次いで、「オリエンテーション／ガイダンス」となっています。多くの大学が就職ガイダンスやセミナーを一番
最初の学生接点として実施していますが、実際は、最初にキャリアカウンセリングを利用していることがわかります。
セミナーと違い、キャリアカウンセリングは、「自分の好きなタイミングで」「自分に合った情報を」取得できるため、い
わゆる“タイパ”への意識や、就職活動を意識するタイミングの違いなどが影響していると考えられます。
右の表は、 20卒～24卒の同設問の回答の推移を記したものです。調査時期の違いはありますが、コロナ禍の前後で、学生
の初回接点は、セミナーからカウンセリングに変化していることがわかります。

■最も多く利用されているサポートは「キャリアカウンセリング」

「これまでに利用したことのあるサポートは何ですか？（複数回答可）」と質問したところ、25%の学生が「キャリアカウ
ンセリング」と回答し、最多の結果となりました。次いで「学内求人（紹介／検索）」となっています。
次に、それらの中で「最もためになったサポートは何ですか」と聞いたところ、約半数（47%）の学生が「キャリアカウン
セリング」と回答しました。2番目は「講座／セミナー（面接対策）」で、こちらは「利用したことがあるサポート」では3
位でしたが、「ためになったサポート」では「学内求人（紹介／検索）」を抜いて2位となりました。
現在、弊社が行っているキャリアカウンセリングの相談の中でも、「企業研究」「業界研究」「面接対策」などの相談が多
く寄せられます。その他、「業界を絞って就活していたので、業界や職種の広げ方がわからない」「インターンシップへの
参加後、自分の志望業界がわからなくなってしまった」といった相談も寄せられています。

「大学の就職課・キャリアセンターを知ったきっかけは何
ですか？」という質問をしたところ、約46%の学生が「就職
課・キャリアセンターからのメール」と回答しました。

「学生がメールに反応しなくなっている」というお声を多
くの学校から耳にしますし、弊社が就職支援をしている中
でも、学生のメールへの反応が悪いことを実感しますが、
情報を得るきっかけとしてメールが多いことは変わらない
ようです。

■就職課・キャリアセンターを知るきっかけは、
メールが約半数
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コロナショック21卒の就活はどうなるのか？

最後までご覧いただき、ありがとうございました。少しでも貴校の就職支援の参考になれば幸いです。
最後にアンケートのご協力をお願いいたします。今後のキャリアのミカタの参考にさせていただきます。
率直なご意見をお寄せください。右のQRコード、もしくはURLからご回答をお願いいたします。

現在、多くの大学様から、就職支援のご依頼を受けております。
お困りのことがございましたら、お気軽にお問い合わせください。
最新情報や貴校に合わせた支援内容をご提供させていただきます。

キャリアのミカタアンケート
https://forms.gle/kT65FRVdsrj1FXgk8

■LINEは、他のSNSとは異なる用途で利用されている

■就職活動で利用したSNS

「就職活動において利用したSNSをすべて教えて下さい
」という質問に対しては、最も多かったのが「LINE（
39.8%）」で、次に「利用していない（33.8%）」とい
う回答が続きました。「X（旧Twitter）」「YouTube」
はいずれも26.3%となりました。

就活生の中でSNSを利用している人は66.2%で、半数以
上が1つ以上のSNSを利用して就職活動をしています。

「SNSをどのように利用していましたか」という質問
に対しては、右のグラフのような結果となりました。
（グラフは、利用者の多かった「LINE」「X（旧
Twitter）」「YouTube」のみ）

「LINE」は、他の2つとは大きく異なる用途で利用さ
れていることがわかります。
「LINE」は情報収集や面接対策では使用されず、直
接「企業との連絡」をする場合や「本選考のエントリ
ー」をする場合など、個人を特定してやり取りする際
に利用されているようです。

一方で他のSNSは、「企業研究」「面接対策」「社風
を知る」「自己分析」といった、面接対策や情報収集
での利用がメインとなっています。
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